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胞効果は抗癌剤より乏 しい と報告 してお り,再発防止




ている.蒸留水灌流が術 中播種 を低下 させ るという






対 象 と方 法 Table　1.　Charactcristics　of　the　patients
DistMed　water　　 Control
　 2000年5月か ら2002年1月まで当科 にてTURBT
を施行 した初発 の表在性(grade　I～3,　pTa　or　Tl)膀
胱癌患者22例を対象 とした.Carcinoma　insitu(CIS)
また は腎孟尿管腫瘍 を含んだ症例 は対象外 とした.膀
胱灌流 は4,　OOO　mlの蒸留水 で行 った.経 験 を積 んだ
複 数 の 術 者 に よ るTURBT直 後 ,18Frの3way
Foleyカテー テ ル を膀 胱 内 に留 置 し,手 術 室 に て
1,000mlの蒸留 水 で膀 胱洗 浄 を行 い,引 き続 き病棟
にて3,000mlの蒸留水 を用い て3時 間かけて膀胱持
続灌流 を行 った.術 後再発 は3カ 月 ごとの膀胱鏡検査
にて確認 し,非 再発率 を算出 した.コ ン トロール群 と
して,当 科で治療 した過去 の初発表在性膀胱癌患者の
うちTURBT後 に抗癌剤 または蒸 留水 を投与 してい
ない症例の中か ら抽 出 した.後 ろ向 きで はあ るが今 回
の対 象患 者 と腫瘍側背景 因子が完全 に一致 している も
の を無作為 に選 び出 した.両 群間で膀胱癌非再発率 を
























　 対象患 者お よび コン トロール群(腫 瘍側背景因子 が
一致 している過去 のTURBT症 例)の 詳細 をTable　1
に示 した.膀 胱癌 の1年 非再 発率 は蒸留水 灌流 群が
45%,コ ン トロール群が65%,2年 非再発率 は蒸留水
群 が45%,コ ン トロー ル群 が45%で あ り(Fig,1),
log-rank　testで両者 間 に有 意 差 を認 め な かった.再
発 ・進展の危険 因子 とされ てい るgrade　3お よび多発
症例 を除外 して検討 して も同様 の結果 であ った(Fig.








50%とな り,そ れ 以前 にな され た文 献報 告 上 の
TURBT後抗癌剤膀胱内注入療法と比較 し,再発率は







の2に みられる多剤耐性蛋白を持つ癌細胞 は蒸留水 に
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Fig。2.　Recurrence-free　curves　fbr　control　and　distilled　water
　 　 　 　 groups　without　grade　30r　multiple　tumors.　n.s∴not
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